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来
の
役
割
か
ら
の
乖
離
で
は
な

い
か
、
教
団
内
の
い
ろ
い
ろ
な

立
場
を
網
羅
出
来
る
の
か
、
特

殊
な
立
場
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

を
危
惧
す
る
な
ど
の
反
対
意
見

を
述
べ
た
。

　

内
藤
総
幹
事
は
、
研
究
所
規

則
か
ら
、
規
定
3
条
と
8
条
の

（
5
）
を
上
げ
、「
研
究
の
成

果
の
発
表
」
が
根
拠
だ
と
説
明

し
た
。
ま
た
、
宮
本
義
弘
宣
教

研
究
所
委
員
長
は
、「
昨
年　

月
10

の
規
則
改
定
を
反
映
し
て
い

る
。研
究
の
成
果
に
該
当
す
る
」

と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
も
、
研
究
所
の
任
務

や
、
出
版
の
根
拠
を
巡
っ
て
議

論
が
続
い
た
。

　

そ
の
他
の
項
目
で
も
、
様
々

な
点
で
、
詳
細
に
亘
る
質
疑
が

行
わ
れ
た
後
、
報
告
は
承
認
さ

れ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

せ
て
い
る
の
が
間
違
い
。
総
幹

事
も
区
別
し
て
扱
っ
て
」
と
注

文
し
、
後
宮
敬
爾
常
議
員
は
、

「
招
聘
の
こ
と
で
は
な
く
、
就

任
式
の
こ
と
。
教
区
と
の
合
意

な
く
行
っ
た
こ
と
が
問
題
。
ま

た
、
戒
規
の
最
終
審
判
を
札
幌

教
会
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
、
教
務

の
執
行
を
言
う
の
は
お
か
し

い
」
と
批
判
し
た
。
佐
々
木
美

知
夫
副
議
長
は
、「（
就
任
式
は
）

個
人
で
行
っ
た
。
三
役
と
し
て

で
は
な
い
。
後
宮
常
議
員
の
言

っ
た
こ
と
は
一
方
的
だ
。
当
事

者
の
片
方
に
全
く
聞
か
な
い

で
、
一
方
的
な
こ
と
は
言
わ
な

い
で
」
と
反
駁
し
た
。

　

項
目
の　

、宣
教
研
究
所
が
、

12

「
信
仰
の
手
引
き　

日
本
基
督

教
団
信
仰
告
白
・
十
戒
・
主
の

祈
り
を
学
ぶ
」
を
準
備
し
て
い

る
と
の
報
告
に
つ
い
て
も
、
激

し
い
議
論
が
あ
っ
た
。

　

後
宮
常
議
員
は
、
出
版
の
根

拠
を
問
い
、
宣
教
研
究
所
の
本

た
り
は
大
き
く
、
更
に
札
幌
教

会
担
任
教
師
招
聘
承
認
申
請
の

取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
と
負

担
金
留
保
問
題
も
関
わ
っ
て
現

在
ま
で
和
解
・
解
決
の
目
途
が

立
っ
て
い
な
い
。
一
日
も
早
く

和
解
・
解
決
点
を
見
つ
け
出
す

よ
う
祈
り
努
め
て
い
る
」
と
の

報
告
で
も
、
事
実
関
係
を
質
す

質
問
を
含
め
て
、
激
し
い
議
論

が
あ
っ
た
。

　

藤
掛
順
一
常
議
員
は
、「
双
方

の
和
解
を
薦
め
て
い
る
が
、
教

団
と
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
、
早
い
解
決
を
」
と
要
望

し
、
内
藤
総
幹
事
は
、「
複
雑

な
背
景
が
あ
る
。
教
会
が
正
規

の
手
続
き
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
教
区
は
（
担
任
教
師
招
聘

を
）
認
め
て
、
歩
み
寄
り
、
解

決
を
」
と
答
え
た
。
高
橋
潤
常

議
員
は
、「
負
担
金
の
問
題
と
、

担
任
教
師
招
聘
と
を
リ
ン
ク
さ

と
の
教
師
委
員
会
か
ら
の
文
書

に
つ
い
て
、
内
藤
留
幸
総
幹
事

は
、「
種
々
考
慮
の
末
、
今
後

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
頂
き
た

い
と
常
議
員
会
に
報
告
・
提
言

す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
件

を
終
結
す
る
の
が
適
当
で
あ
る

と
判
断
し
た
」
と
報
告
し
た
。

　
「
こ
の
報
告
文
で
は
内
容
が

分
か
ら
な
い
の
で
、『
謝
罪
し
た

こ
と
で
も
あ
り
』
を
追
加
し
た

ら
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
北
常
議
員
は
「
当
該
常
議

員
会
で
梅
崎
常
議
員
は
、『
暴
力

と
受
け
止
め
ら
れ
る
紛
ら
わ
し

い
行
為
を
し
た
こ
と
を
謝
罪
す

る
』
と
述
べ
た
の
で
あ
り
、
暴

力
を
暴
力
と
認
め
な
い
の
で
は

謝
罪
に
は
な
ら
な
い
」
と
指
摘

し
、
更
に
「
認
め
て
謝
罪
す
る

な
ら
受
け
入
れ
る
用
意
は
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

内
藤
総
幹
事
は
、
指
摘
を
受

け
て
、
報
告
の
一
部
を
「
今
後

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
で
は
な
く
、
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
と
訂
正
す
る
」

と
し
た
。
北
常
議
員
は
、「
単

に
報
告
で
は
な
く
、
報
告
に
あ

る
提
言
を
、
口
頭
で
も
良
い
か

ら
行
っ
て
欲
し
い
」と
要
求
し
、

内
藤
総
幹
事
は
、「
提
言
と
は
、

こ
の
常
議
員
会
で
行
う
と
言
う

意
味
だ
」
と
説
明
し
、
改
め
て

口
頭
で
提
言
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
梅
崎
常
議
員
は
、「
受

け
止
め
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
応
じ
た
。

　

項
目
の
8
、「
兵
庫
教
区
総
会

資
料
の
中
に
阪
神
淡
路
大
震
災

関
係
の《
救
援
資
金
会
計
報
告
》

が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
お
配

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

阪
神
淡
路
大
震
災
第
二
次
募
金

会
計
報
告
で
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
繰
越
収
支
差
額
が
2
0
1

0
年
3
月
末
現
在
で
6
8
、0

3
8
、4
9
5
円
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
…
抜
粋
…
」
と

い
う
報
告
に
つ
い
て
、
長
崎
哲

夫
東
京
教
区
議
長
は
、「
あ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

表
現
を
、「
人
ご
と
の
よ
う
に
言

い
、
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
何

ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
、「
東
京
教
区
は
こ
の
こ
と

の
故
に
、
連
帯
金
を
留
保
し
て

い
る
」
と
強
く
批
判
し
た
。
内

藤
総
幹
事
は
、「
常
議
員
会
が
終

わ
っ
て
か
ら
言
い
に
行
く
」
と

約
束
し
た
。
長
崎
東
京
教
区
議

長
は
、「
表
現
が
弱
い
、
教
団

の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
返
還
す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記

す
べ
き
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

　

項
目
の　

、「
前
常
議
員
会
で

10

総
幹
事
預
か
り
と
な
っ
た
、
札

幌
教
会
主
任
担
任
教
師
就
任
式

執
行
を
め
ぐ
っ
て
、
未
だ
札
幌

教
会
と
北
海
教
区
常
置
委
員
会

と
の
両
者
の
意
見
・
主
張
の
隔

　

第　

総
会
期
第
5
回
常
議
員

36

会
が
、
7
月　

〜　

日
、
教
団

12

13

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

山
北
宣
久
議
長
は
、
聖
書
日

課
に
従
い
、
Ⅱ
コ
リ
ン
ト　

章
10

1
〜　

節
を
朗
読
、「
意
見
の
違

10

い
が
あ
る
中
で
も
、
実
り
あ
る

教
会
会
議
を
持
つ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
」
と
祈
祷
し
た
。

　

常
の
よ
う
に
、
先
ず
総
幹
事

報
告
を
巡
り
、
長
時
間
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
報
告
は
、

主
要　

項
目
に
及
ぶ
詳
細
な
も

12

の
で
あ
っ
た
が
、
次
に
記
す
4

項
目
が
、特
に
関
心
を
集
め
た
。

　

先
ず
9
番
目
、「
北
紀
吉
常
議

員
が
、梅
崎
浩
二
常
議
員
よ
り
、

第　

総
会
期
第
4
回
常
議
員
会

36
に
お
い
て
暴
力
行
為
を
受
け
た

と
主
張
す
る
戒
規
申
立
書
が
出

さ
れ
た
が
、
こ
の
件
は
常
議
員

会
で
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
、

総
幹
事
扱
い
に
し
て
欲
し
い
」

回
復
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
あ
り
と
、
か
な
り
教
区
に
よ

っ
て
認
識
の
違
い
が
あ
る
こ
と

も
同
時
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

現
行
制
度
を
ベ
ー
ス
に
何
ら
か

の
改
良
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
、
全
体
的
に
確
認
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
受
け
、
短
期
的
な

課
題
に
対
し
て
異
議
を
持
つ
教

区
が
、
協
力
可
能
と
な
る
部
分

が
あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
連
帯
金
留
保

と
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、

信
仰
告
白
と
聖
礼
典
に
つ
い
て

の
霊
的
な
不
一
致
に
よ
る
信
頼

喪
失
、
配
分
方
法
や
、
他
教
区

の
対
応
に
よ
る
信
頼
喪
失
が
あ

る
と
結
論
付
け
た
。

　

そ
の
中
で
、
東
京
教
区
が
留

保
を
解
除
で
き
れ
ば
、
短
期
的

な
課
題
の
相
当
部
分
が
解
決
で

き
る
と
し
、
委
員
会
は
東
京
教

区
三
役
と
意
見
交
換
を
し
、
東

京
教
区
も
留
保
解
除
を
願
っ
て

お
り
、
兵
庫
教
区
に
よ
る
震
災

第
二
次
募
金
残
額
の
返
済
と
、

教
団
に
よ
る
募
金
使
用
内
容
の

監
査
が
留
保
解
除
に
つ
な
が
る

こ
と
が
表
明
さ
れ
た
と
報
告
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ら
報
告
後
の
質
疑
応
答

で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

「
基
本
的
に
は
現
行
制
度
の
継

続
を
望
む
教
区
が
多
い
状
況
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
も
、

制
度
の
根
本
的
な
改
革
に
は
つ

な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、「
ア
ン
ケ

ー
ト
は
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
聞
い
た
も
の
で
、
制
度

の
根
本
的
見
直
し
を
含
め
た
議

論
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
」
と
の

回
答
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
賛
成
多
数
で
報
告

は
承
認
さ
れ
た
。（

小
林
信
人
報
）

　

1
日
目
夕
、　

号
議
案
、
教

11

区
活
動
連
帯
金
検
討
委
員
会
報

告
の
件
が
上
程
さ
れ
た
。

　

鈴
木
伸
治
委
員
長
よ
り
、
教

区
活
動
連
帯
金
に
つ
い
て
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
新
た
な
制
度

を
提
案
す
る
と
い
う
こ
と
が
委

員
会
の
活
動
の
目
的
で
あ
る
こ

と
が
表
明
さ
れ
、課
題
と
し
て
、

教
区
活
動
連
帯
金
が
現
在
、
全

額
の
執
行
が
行
わ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
、
ゆ
え
に
、
教
団

に
報
告
も
さ
れ
ず
、
監
査
も
行

わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
、
こ
の
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
調
査
、

分
析
、
提
案
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
具
体
的
な
提
案
内
容
と
し

て
、
短
期
的
に
は
拠
出
留
保
中

な
ど
の
教
区
と
対
話
し
、
拠
出

留
保
を
解
除
し
て
も
ら
う
よ
う

に
提
案
を
す
る
こ
と
、
長
期
的

に
は
、
制
度
の
根
本
的
な
改
革

の
た
め
に
新
た
な
制
度
設
計
を

提
案
す
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
す
る
た
め

に
、
各
教
区
に
対
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
連
帯
金
に
つ
い
て
の

教
区
の
考
え
方
、
課
題
、
配
分

金
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
拠

出
金
の
支
出
方
法
等
を
問
う
も

の
で
、　

教
区
か
ら
回
答
が
な

15

さ
れ
た
。

　

結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
教
区
が

制
度
の
必
要
性
を
認
め
て
お

り
、
現
状
、
使
途
は
主
に
謝
儀

・
伝
道
援
助
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
現
行

制
度
に
関
し
て
、
破
綻
し
て
い

る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
逆
に

連帯金についてのアンケート結果を発表する鈴木委員長

画
臥
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第36総会期

1 2 3 6

「
二
次
募
金
」返
還
と「
連
帯
金
留
保
」で
議
論

総
幹
事
報
告
巡
り
多
項
目
で
議
論
白
熱

初日、常議員1名が病気欠席した他は、全員が出席

配
分
金
の
活
用
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

教
区
連
帯
金
検
討
委
員
会
報
告

4

　
　
お
知
ら
せ

　『
教
団
新
報
』は
今
号
を
4

7
0
4
・
0
5
合
併
号
と
し
、

4
7
0
6
号
は
9
月　

日
発

11

行
と
し
ま
す
。

　
　
　

総
幹
事　

内
藤
留
幸
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補
教
師
登
録

岡
田
真
希
、高
橋
伸
明
、

中
本　

純

（
2
0
1
0
・
4
・　

受
允
）

29

松
本
紳
一
郎
、松
村
さ
お
り
、

木
村
拓
己
、木
村　

幸
、

黒
田
嗣
郎
、須
賀　

工
、

宮
部
素
子
、安
田　

修

（
2
0
1
0
・
5
・
3
受
允
）

谷　

香
澄

（
2
0
1
0
・
5
・
4
受
允
）

上
田
直
宏
、北
村
智
史
、

久
下
貴
司
、権
甲
植

（
2
0
1
0
・
5
・　

受
允
）

17

佐
藤
秀
吉
、佐
藤
智
子
、

小
松
博
士
、小
松
愛
子

（
2
0
1
0
・
5
・　

受
允
）

19

中
西
絵
津
子
、嵐　
　

護
、

森　
　

浩

（
2
0
1
0
・
5
・　

受
允
）

25

　

正
教
師
登
録

高
田　

太
、安
森
智
司
、

渡
辺
圭
一
郎

（
2
0
1
0
・
5
・
4
受
按
）

大
平
有
紀
、中
村
悦
子
、

畑　

昌
子

（
2
0
1
0
・
5
・　

受
按
）

17

田
中
寿
明

（
2
0
1
0
・
5
・　

受
按
）

25

　

教
師
異
動

香
貫　
　
　

就（
代
）桑
原
睦
彦

大
阪
東　
　

辞（
主
）藤
井　

敏

　

〃　
　
　

就（
代
）牧
浦　

昇

金
剛　
　
　

就（
担
）藤
井　

敏

甲
東　
　
　

辞（
担
）三
浦　

啓

尼
崎　
　
　

辞（
担
）笹
部
一
正

三
次　
　
　

辞（
主
）原
野
和
雄

　

〃　
　
　

就（
主
）笹
部
一
正

西
条
栄
光　

辞（
代
）寺
島　

謙

　

〃　
　
　

就（
主
）中
本　

純

久
万　
　
　

辞（
主
）堀
川
賢
二

　

〃　
　
　

就（
代
）堀
川
賢
二

松
前　
　
　

辞（
主
）阿
部
雄
次

　

〃　
　
　

就（
主
）堀
川
賢
二

平
塚　
　
　

辞（
代
）岡
崎　

晃

　

〃　
　
　

就（
主
）阿
部
雄
次

手
稲
は
こ
ぶ
ね辞（

主
）日
向
恭
司

　

〃　
　
　

就（
代
）黒
田　

靖

北
海
教
区　

辞（
巡
）中
村
光
夫

鹿
児
島
加
治
屋
町

辞（
担
）岡
田
い
わ
お

　

〃　
　

辞（
担
）木
下
恵
美
子

男
鹿　
　
　

辞（
主
）山
口
義
人

　

〃　
　
　

辞（
担
）東
島
美
穂

　

〃　
　

就（
主
）岡
田
い
わ
お

　

〃　
　

就（
担
）岡
田
恵
美
子

八
郎
潟　

辞（
兼
主
）東
島
美
穂

　

〃　
　

辞（
兼
担
）山
口
義
人

　

〃　

就（
兼
主
）岡
田
恵
美
子

　

〃　

就（
兼
担
）岡
田
い
わ
お

姫
路　
　
　

辞（
代
）仲
森
文
穩

　

〃　
　
　

辞（
担
）中
村
悦
子

　

〃　
　
　

就（
主
）山
口
義
人

　

〃　
　
　

就（
担
）東
島
美
穂

播
磨
新
宮　

就（
担
）中
村
悦
子

香
櫨
園　
　

辞（
主
）森
岡
高
康

　

〃　
　
　

就（
主
）森　
　

哲

新
発
田　
　

辞（
主
）嶋
田
律
之

　

〃　
　
　

就（
主
）森
岡
高
康

北
丹
峰
山
辞（
兼
主
）上
森
俊
明

　

〃　
　
　

就（
代
）野
波　

洋

釧
路　
　
　

辞（
主
）福
士
卓
司

　

〃　
　
　

就（
代
）青
砥
好
夫

函
館　
　
　

辞（
代
）青
砥
好
夫

　

〃　
　

就（
主
）松
本
紳
一
郎

札
幌
北
光
就（
担
）松
村
さ
お
り

幌
泉　
　
　

辞（
代
）土
橋　

修

　

〃　
　
　

就（
代
）小
林　

茂

宇
治　
　
　

辞（
担
）前
川　

裕

京
都　
　
　

就（
担
）谷　

香
澄

仁
川　
　
　

辞（
主
）加
納
和
寛

　

〃　
　
　

就（
代
）松
田
光
代

田
川　
　
　

就（
代
）犬
養
光
博

伊
万
里　
　

辞（
代
）福
田
英
樹

　

〃　
　
　

就（
主
）末
瀬
昌
和

　

〃　
　

就（
担
）末
瀬
喜
美
子

高
知
中
央　

辞（
主
）川
添
義
和

　

〃　
　
　

就（
代
）野
口
幸
生

気
賀　
　
　

就（
主
）川
添
義
和

大
阪
四
貫
島
就（
主
）黒
田
嗣
郎

「
能
登
半
島
地
震
」募
金
活
動
終
結

第36総会期

常
議
員
選
挙
、全
数
連
記
を
提
案
へ

議
案
整
理
委
員
会
設
置
も
決
定

い
て
は
常
議
員
会
の
下
に
置
く

と
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
が
問

わ
れ
た
。
ま
た
、
議
案
の
整
理

に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
、
こ
の
議
案
を
そ
の
ま
ま
通

せ
ば
、拡
張
解
釈
が
な
さ
れ
て
、

事
前
に
議
案
が
抹
消
さ
れ
か
ね

な
い
恐
れ
が
あ
る
こ
と
等
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

岡
本
知
之
信
仰
職
制
委
員
長

が
、
議
案
整
理
の
定
義
に
つ
い

て
説
明
し
、
手
順
を
明
確
に
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
述

べ
、
議
事
規
則
上
の
あ
る
べ
き

形
を
示
唆
し
た
。
そ
の
意
見
に

基
づ
き
、
新
た
な
議
案
が
再
提

案
さ
れ
た
。
整
理
委
員
会
は
議

長
の
議
事
運
営
を
助
け
る
た
め

に
、
①
同
一
趣
旨
の
複
数
議
案

の
統
合
、
②
複
数
の
決
議
内
容

を
持
つ
議
案
の
分
割
、③
教
憲
・

教
規
に
抵
触
す
る
議
案
の
廃

棄
、
を
内
容
と
す
る
整
理
を
行

い
議
長
に
提
案
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
ま
た
、手
続
き
と
し
て
、

①
整
理
委
員
会
に
よ
る
議
案
の

整
理
、
②
議
長
に
よ
る
議
場
へ

の
提
示
、
③
議
場
の
承
認
、
④

実
行
、
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と

と
さ
れ
た
。
教
規
上
の
根
拠
と

し
て
、
第　

条
（
3
）、
第　

35

48

条
（
1
）
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
委
員
会
が
、
第　

回
37

総
会
に
限
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
採
決
が
取
ら

れ
、　

名
中　

名
の
賛
成
に
よ

27

14

り
可
決
さ
れ
た
。
整
理
委
員
と

し
て
藤
掛
順
一
常
議
員
、
三
浦

修
常
議
員
、
高
橋
潤
常
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。（

嶋
田
恵
悟
報
）

に
、
議
案
の
整
理
を
行
う
委
員

会
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

1
日
目
に
は
、
主
に
、
委
員

会
の
性
質
、
教
憲
・
教
規
上
の

根
拠
等
が
質
問
さ
れ
た
。
議
案

に
お
い
て
は
総
会
の
下
に
置
く

と
さ
れ
て
い
た
が
、
教
規
上
の

根
拠
に
つ
い
て
は
複
数
の
意
見

が
出
さ
れ
、
明
確
な
回
答
が
な

か
っ
た
。
準
備
委
員
会
の
報
告

だ
け
で
決
定
す
る
こ
と
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
件
を
保
留

と
し
、
2
日
目
に
、
新
た
な
議

案
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

2
日
目
に
、
議
案
整
理
委
員

会
設
置
の
件
に
つ
い
て
議
長
か

ら
提
案
が
あ
り
、
教
規　

条
35

（
3
）
に
基
づ
い
て
、
常
議
員

会
の
下
に
議
案
整
理
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

た
。
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
に
お
い
て
は
委
員
会
を
総

会
の
下
に
置
く
と
し
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
新
た
な
案
に
お

　

1
日
目
の
午
後
、
議
案
第　
15

号
「
第　

回
教
団
総
会
準
備
の

37

件
」、
議
案
第　

号
「
常
議
員

30

選
挙
方
法
に
関
す
る
件
」
が
共

に
上
程
さ
れ
た
。
主
に
、
協
議

さ
れ
た
の
は
、
常
議
員
選
挙
の

連
記
数
に
関
し
て
と
、
第　

回
37

総
会
に
お
い
て
、
議
案
整
理
委

員
会
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　

常
議
員
選
挙
方
法
に
つ
い
て

は
、
総
会
準
備
委
員
会
か
ら　
10

名
連
記
が
提
案
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
岡
田
義
信
常
議
員
か

ら
、
全
数
連
記
の
案
が
出
さ
れ

た
。
提
案
理
由
と
し
て
は
、
常

議
員
の
選
出
は
、
教
区
の
意
見

を
代
弁
す
る
者
の
選
出
で
は
な

く
、
教
団
総
会
全
体
の
意
思
を

反
映
す
る
選
出
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
常
議
員
一
人
ひ
と

り
を
選
ぶ
権
利
が
教
団
総
会
議

員
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

反
対
す
る
立
場
か
ら
は
、
総

会
準
備
委
員
会
の
提
案
と
異
な

る
意
見
を
常
議
員
会
で
議
論
出

来
る
の
か
と
の
質
問
や
、
7
名

連
記
が
第　

総
会
期
の
総
会
の

36

意
思
決
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

決
議
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
等

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
賛
成
す

る
立
場
か
ら
は
、
全
数
連
記
以

外
に
は
明
確
な
根
拠
を
示
す
こ

と
が
出
来
な
い
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
採
決
が
取
ら
れ
、　
29

名
中
、　

名
の
賛
成
多
数
で
可

15

決
さ
れ
た
。

　

議
案
整
理
委
員
会
を
設
置
す

る
件
に
つ
い
て
は
、
第　

総
会

34

に
お
い
て
、
同
一
内
容
の
議
案

が
多
数
出
さ
れ
、
議
場
の
混
乱

を
招
い
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、

同
一
趣
旨
の
議
案
や
教
憲
・
教

規
に
違
反
す
る
議
案
が
出
さ
れ

た
場
合
等
に
、
総
会
開
会
以
前

に
及
ん
で
い
る
場
合
は
、
第
2

種
教
会
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
」（
1
2
2
条
①
）
と
し
た
。

　

ま
た
、
伝
道
所
に
対
す
る
関

係
教
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、

現
行
の
教
区
の
監
督
指
導
と
援

助
に
代
わ
っ
て
、「
伝
道
所
は
、

教
会
に
関
係
を
保
っ
て
そ
の
指

導
と
援
助
を
受
け
る
。

　

教
区
が
伝
道
所
を
開
設
す
る

場
合
も
、
関
係
教
会
を
指
定
す

る
。
教
会
的
機
能
お
よ
び
教
務

は
関
係
教
会
の
指
導
の
許
に
行

う
」
（
1
2
0
条
②
）
と
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
関
係
教
会
な

し
に
生
ま
れ
た
伝
道
所
も
あ

る
」「
条
件
か
ら
献
金
総
額
を
外

し
た
の
は
何
故
か
。
教
区
の
指

導
の
方
が
良
い
の
で
は
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
が
、
佐
々
木
委

員
長
は
、「
献
金
総
額
を
外
し
た

の
は
、
多
く
の
教
区
が
も
う
条

件
と
し
て
い
な
い
か
ら
。
教
区

の
指
導
は
し
て
頂
い
て
結
構
だ

が
、
教
区
は
教
会
で
は
な
い
の

で
、
教
会
機
能
の
担
い
手
と
し

て
は
関
係
教
会
が
相
応
し
い
」

と
答
え
、
表
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

第　

回
教
団
総
会
に
提
案
さ

37

れ
る
。

（
永
井
清
陽
報
）

　

常
議
員
会
2
日
目
午
後
、
伝

道
所
関
連
の
教
規
変
更
に
関
す

る
件
が
上
程
さ
れ
た
。　

年
、

08

信
仰
職
制
委
員
会
の
「
伝
道
所

に
つ
い
て
教
規
と
実
態
と
に
乖

離
が
あ
る
」と
の
答
申
を
受
け
、

教
団
総
会
の
付
託
を
受
け
て
、

今　

総
会
期
に
設
立
さ
れ
た

36
「
伝
道
所
の
内
容
と
位
置
づ
け

に
関
す
る
検
討
小
委
員
会
」

（
佐
々
木
美
知
夫
委
員
長
）
が

前
回
の
常
議
員
会
で
答
申
を
行

っ
て
い
た
。

　

佐
々
木
委
員
長
は
、「
教
会
論

に
踏
み
込
め
な
い
教
団
の
現
状

の
中
で
、
と
り
う
る
最
低
限
の

一
歩
と
し
て
伝
道
所
の
教
会
的

機
能
と
教
務
の
位
置
付
け
を
明

確
に
し
た
」
と
述
べ
、
議
案
説

明
を
行
っ
た
。

　

変
更
の
要
点
は
、
第
2
種
教

会
の
条
件
を
現
行
の
現
住
陪
餐

お
お
む
ね　

名
か
ら
「
お
お
む

20

ね　

名
」（　

条
③
）
と
し
、

10

87

伝
道
所
が
こ
の
条
件
に
達
し
な

い
場
合
で
も
、「
総
会
を
行
い
、

あ
る
い
は
役
員
会
を
組
織
す
る

現
住「
約
　
名
」で
第
2
種
教
会

10

教
規
改
正
、総
会
へ
提
案

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

し
て
お
ら
ず
、
文
書
で
の
報
告

も
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
内
、
幾
つ

か
の
件
は
、
来
る
教
団
総
会
に

議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
る
運
び

と
な
る
。

　

ま
た
、
今
常
議
員
会
に
、
審

判
委
員
会
か
ら
戒
規
に
つ
い
て

の
報
告
が
全
く
な
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
特
筆
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
現
時
点

で
教
団
の
最
大
関
心
事
で
あ
る

が
、
目
下
は
沈
黙
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
「
能
登
半
島
地
震
」被
災
教
会

会
堂
等
再
建
支
援
委
員
会
報
告

が
、
長
山
信
夫
委
員
長
よ
り
次

の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。

　

2
0
1
0
年
6
月　

日
現
在

24

の
募
金
状
況
は
1
億
4
3
0
0

万
円
強
と
な
っ
た
。こ
の
結
果
、

会
堂
再
建
支
援
の
残
っ
て
い
た

「
羽
咋
教
会
」
に
つ
い
て
支
援

金
の
送
金
が
可
能
と
な
っ
た
。

目
標
の
1
億
5
0
0
0
万
円
に

は
達
し
て
い
な
い
が
、
再
建
支

援
に
必
要
な
金
額
は
満
た
さ
れ

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
委
員
会
と
し
て

は
、
募
金
活
動
を
2
0
1
0
年

7
月　

日
を
も
っ
て
終
結
す
る

31

こ
と
と
し
た
。
募
金
残
額
に
つ

い
て
は
中
部
教
区
に
委
嘱
す
る

こ
と
と
す
る
。

　

募
金
活
動
終
結
の
報
告
・
お

知
ら
せ
を
教
団
新
報
に
て
行

う
。

　

教
団
総
会
に
向
け
て
、「
能
登

半
島
地
震
ニ
ュ
ー
ス
第
7
号

（
最
終
号
）」
を
発
行
し
、
報

告
す
る
。

　

こ
の
報
告
は
、
感
謝
の
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
、
高
橋
潤

中
部
教
区
議
長
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

そ
の
他
の
報
告
で
は
、　

号
14

議
案
、「
教
区
総
会
報
告
に
関
す

る
件
」
に
時
間
が
割
か
れ
、
各

教
区
総
会
の
重
要
案
件
が
紹
介

さ
れ
た
。
教
師
の
戒
規
・
免
職
、

聖
餐
問
題
、
連
帯
金
問
題
、
教

勢
な
ど
が
、
多
く
の
教
区
に
共

通
す
る
緊
急
重
大
な
課
題
で
あ

り
、
教
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
課
題
と
し
て
上
げ

る
教
区
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

沖
縄
教
区
は
常
議
員
会
に
出
席

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

1票差で全数連記案を可決

議案説明する佐々木委員長
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木
元
萬
里
枝
氏
（
隠
退
教
師
）

　
　

年
3
月　

日
、
逝
去
。　

10

21

91

歳
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス
ト
ン
（
カ

ナ
ダ
）
に
生
ま
れ
る
。 　

年
青

'39

山
学
院
神
学
部
女
子
部
を
卒

業
、
同
年
金
沢
教
会
に
赴
任
、

　

年
よ
り　

年
ま
で
恵
泉
寮
に

'46

'88

勤
務
し
た
。
遺
族
は
息
・
木
元

恵
さ
ん
。

中
村
信
嗣
氏
（
無
任
所
教
師
）

　
　

年
4
月　

日
、
逝
去
。　

10

15

70

歳
。
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。　
'70

年
関
西
学
院
大
学
神
学
部
を
卒

業
、　

年
有
田
教
会
に
赴
任
、

'78

波
佐
見
教
会
、
宜
野
湾
教
会
を

経
て
、　

年
よ
り　

年
ま
で
コ

01

09

ザ
教
会
を
牧
会
し
た
。遺
族
は
、

息
・
中
村
信
さ
ん
。

最
新
情
報
が
提
供
さ
れ
、対
応
を
協
議

統
一
原
理
問
題
全
国
連
絡
会

　

6
月
の
中
旬
に
、
世
界
宣
教
担
当
の

加
藤
誠
幹
事
と
一
緒
に
、
教
団
が
ア
メ

リ
カ
に
送
り
出
し
て
い
る
宣
教
師
を
訪

問
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
た
。
働
い
て
お

ら
れ
る
現
場
を
見

て
、
課
題
を
お
聞
き

す
る
こ
と
と
、
宣
教

師
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
教
会

・
教
団
・
関
係
団
体

の
方
か
ら
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
加
藤
幹
事

は
こ
の
宣
教
師
訪
問
の
前
後
に
、
ド
イ

ツ
の
国
際
会
議
出
席
と
宣
教
師
訪
問
、

ア
メ
リ
カ
の
教
会
本
部
の
訪
問
、
と
た

っ
ぷ
り
お
ま
け
も
つ
い
て
お
り
、
大
変

有
意
義
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旅

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
幹
事
に

は
随
分
気
の
毒
な
旅
で
あ
っ
た
と
も
言

え
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
奉
仕
を
し
て
い
る
宣
教

師
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
母
国

語
で
同
労
の
牧
師
と
話
す
こ
と
に
飢
え

て
い
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
。も
ち
ろ
ん
、

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
に
問
題
は
無
い
し
、
日
本
語
で
教

会
の
メ
ン
バ
ー
と
語
る
こ
と
も
日
常
的

な
こ
と
で
あ
る
が
、
分
か
ち
合
い
た
い

微
妙
な
部
分
を
持
ち
出
す
場
所
も
、
シ

ェ
ア
ー
す
る
人
も
身
近
に
は
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
、
ど

こ
に
い
る
宣
教
師
で
も
同
じ
で
、
日
本

で
奉
仕
を
し
て
お
ら
れ
る
多
く
の
働
き

人
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
世
界
宣
教
委
員

会
の
仕
事
は
、
教
会
や
団
体
と
の
交
渉

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
重
荷
を
持
っ

て
奉
仕
し
て
お
ら
れ
る
「
人
」
が
生
き

生
き
と
孤
立
す
る
こ
と
な
く
働
け
る
た

め
に
あ
る
の
だ
と
強
く
思
わ
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
幹
事
と
職
員
に
対
す

る
仕
事
量
が
多
す
ぎ
る
の
は
紛
れ
も
無

い
不
幸
な
事
実
で
あ
る
。

（
世
界
宣
教
委
員
長
）

働き人が孤立しないために
村山盛芳

世界宣教委員会

在
も
な
お
こ
れ
を
利
用
し
て
大

学
な
ど
で
影
響
力
を
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
さ

れ
た
。

　

岩
崎
牧
師
は
、
渡
韓
信
者
家

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　

2
0
1
0
年
度
の
統
一
原
理

問
題
全
国
連
絡
会
は
6
月　

日
17

（
木
）
と　

日
（
金
）
の
両
日
、

18

佐
賀
県
唐
津
市
で
開
催
さ
れ

た
。
韓
国
か
ら　

名
の
方
々
を

30

お
迎
え
し
、
自
主
参
加
者
を
含

め
1
0
0
名
の
参
加
者
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

　

1
日
目
は
、
ま
ず
代
表
世
話

人
の
小
出
望
宣
教
委
員
長
か
ら

挨
拶
と
日
本
で
の
統
一
協
会
の

動
き
、
こ
の
連
絡
会
の
歩
み
に

つ
い
て
の
話
で
始
め
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、
釜
山
長
神
大
学
校

の
卓
志
一
教
授
に
よ
る
「
統
一

教
儿
最
近
の
動
向
及
び
日
本
国

内
の
主
要
韓
国
異
端
の
現
況
」、

大
神
周
一
弁
護
士
に
よ
る
「
日

本
に
お
け
る
統
一
協
会
に
対
す

る
闘
い
と
課
題
」、岩
崎
一
宏
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
枝
光
教
会

牧
師
に
よ
る
、
渡
韓
し
て
い
る

救
出
対
象
者
へ
の
取
り
組
み
の

講
演
が
な
さ
れ
た
。

　

卓
教
授
は
、
最
近
の
統
一
協

会
が
、
過
去
の
キ
リ
ス
ト
教
異

端
と
い
う
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
を

克
服
す
べ
く
、
自
ら
を
「
キ
リ

ス
ト
教
で
な
い
新
し
い
宗
教
」

と
主
張
し
始
め
て
い
る
こ
と
、

教
祖
文
鮮
明
か
ら
の
世
代
交
代

の
進
行
状
況
な
ど
、
韓
国
か
ら

な
ら
で
は
の
情
報
が
提
示
さ

れ
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
と
の

連
携
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ

る
も
の
と
な
っ
た
。

　

大
神
弁
護
士
は
訴
訟
を
中
心

と
し
た
統
一
協
会
と
の
闘
い
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
、
そ
の
被
害

が
経
済
的
だ
け
で
な
く
、
信
教

の
自
由
、
婚
姻
の
自
由
、
家
族

関
係
の
破
壊
な
ど
の
問
題
に
及

ぶ
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
韓

ト
ン
ネ
ル
構
想
の
経
緯
と
、
現

「
障
が
い
」を
考
え
る
小
委
員
会
の
継
続
を
承
認

第
5
回
宣
教
委
員
会

　

第　

総
会
期
、
第
5
回
宣
教

36

委
員
会
が
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

館
A
会
議
室
に
お
い
て
6
月　
21

日
（
月
）
〜　

日
（
水
）
の
日

23

程
で
開
催
さ
れ
た
。
古
屋
治
雄

委
員
に
よ
る
開
会
礼
拝
に
よ
り

開
会
さ
れ
た
。

　

常
議
員
会
報
告
、
常
設
専
門

委
員
会
（
伝
道
委
員
会
、
社
会

委
員
会
、
教
育
委
員
会
）、
自

主
活
動
団
体
（
全
国
教
会
婦
人

会
連
合
、
全
国
教
会
幼
稚
園
連

絡
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
保
育

所
同
盟
）
か
ら
の
諸
報
告
を
受

け
た
。

　

諸
報
告
を
受
け
協
議
さ
れ
た

事
柄
に
伝
道
委
員
会
と
教
育
委

員
会
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
青

年
伝
道
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
っ
た
。
教
団
総
会
に

お
い
て
「
宣
教
委
員
会
」
の
廃

止
に
つ
い
て
の
議
案
（
否
決
）

が
出
さ
れ
た
が
、
自
主
活
動
団

体
の
位
置
付
け
等
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
や
は
り
宣
教
委
員
会
の

存
在
は
小
さ
く
な
い
と
の
認
識

が
確
認
さ
れ
た
。

　

諸
報
告
の
後
、
2
0
0
7
年

度
に
開
催
さ
れ
た
「
宣
教
方
策

会
議
」
の
報
告
書
作
成
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
協
議
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
組
合
側

か
ら
の
「
報
告
書
作
成
業
務
は

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
」
と
の
主
張

が
報
告
さ
れ
、
事
務
局
は
そ
の

対
応
を
検
討
し
た
上
で
「
宣
教

方
策
会
議
報
告
書
」
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

日
（
火
）
の
午
後
、
ル
ー

22
テ
ル
市
ケ
谷
セ
ン
タ
ー
に
移
動

し
、
第
2
回
「
障
が
い
」
を
考

え
る
小
委
員
会
主
催
「
全
国
交

流
会
」『
牧
会
者
な
ら
び
に
そ
の

卓志一教授

族
の
救
出
活
動
を
紹
介
さ
れ
た

後
、
韓
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
会

関
係
者
の
協
力
が
そ
の
救
出
を

成
功
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
よ
う

な
協
力
関
係
構
築
の
た
め
に
、

連
絡
会
と
韓
国
教
会
と
の
更
な

る
協
力
関
係
が
重
要
で
あ
る
と

語
ら
れ
た
。

　

2
日
目
は
竹
迫
之
委
員
の

「
新
天
地
」
等
の
活
動
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
と
出
席
者
と
の

情
報
交
換
、
教
団
各
教
区
の
取

り
組
み
の
報
告
、
1
日
目
の
3

つ
の
講
演
に
つ
い
て
の
質
疑
応

答
と
討
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
協
議
の
中
で
、「
新
天
地
」

な
ど
の
新
し
い
反
社
会
的
集
団

の
活
動
へ
の
警
鐘
、
既
成
教
会

が
そ
の
よ
う
な
活
動
を
受
け
入

れ
て
し
ま
う
〝
教
会
の
カ
ル
ト

化
〞問
題
な
ど
も
議
論
さ
れ
た
。

今
回
の
連
絡
会
に
は
、
日
韓
両

方
の
弁
護
士
た
ち
も
参
加
し
て

お
り
、
具
体
的
な
法
的
対
応
や

日
韓
の
今
後
の
協
力
に
つ
い
て

話
し
合
う
準
備
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
、
連
絡
会
の

存
在
意
義
が
再
確
認
さ
れ
た
会

と
な
っ
た
。

（
坂
田
進
報
）

◇
 宣
教
師
公
募
、1
名
 ◇

米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

パ
イ
ン
合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
　
日
語
部
主
任
牧
師

◎
資
格　

日
本
基
督
教
団
正

教
師
、要
英
語
力

◎
締
め
切
り　

2
0
1
0
年

9
月　

日（
水
）必
着

15

◎
選
考　

書
類
と
9
月　

日
24

の
面
接
を
も
っ
て
決
定

　

応
募
多
数
の
場
合
、事
前

書
類
選
考
あ
り

◎
資
料
請
求　

世
界
宣
教
部

（
℡
0
3
儿
3
2
0
2
儿

0
5
4
4
）

　
　
　

公
　
告

　
第
　
回
　
日
本
基
督
教
団
総
会
開
催
に
つ
い
て

37
第　

回　

日
本
基
督
教
団
総
会
を
左
の
と
お
り
開
催
い
た

37
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
公
告
し
ま
す
。

　

会
　
期　

3
日
間　

2
0
1
0
年　

月　

日
（
火
）

10

26

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時　

分
?　

日
（
木
）
午
後
3
時

30

28

　

会
　
場　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
　
　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
池
袋
一
丁
目
6
番
1
号

　
　

2
0
1
0
年
8
月
1
日

日
本
基
督
教
団
総
会
議
長　

山
北
宣
久

　
傍
聴
希
望
者
は
左
の
要
領
に
従
っ
て
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1
坩
傍
聴
資
格

　

本
教
団
の
教
師
お
よ
び
現
住
陪
餐
会
員
た
る
信
徒
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
信
徒
の
方
は
所
属
教
会
牧
師
の
推
薦
が
必

要
で
す
。

2
坩
参
加
費
　
5
千
円
（
会
場
費
2
千
円
、資

料
代
3
千
円
）

3
坩
締
　
　
切
　　

月　

日
（
月
）

10

18

4
坩
申
込
先　

日
本
基
督
教
団
事
務
局
総
務
部

　

〒
1
6
9
儿
0
0
5
1　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
丁

目
3
番　

号
18

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
後
に
必
要
手
続
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
申
込
み
は
認
め
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
建
議
、
請
願
の
締
切
は　

月
5
日
（
火
）
に
な
り
ま
す
。
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唖
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南
大
阪　

辞（
担
）中
村
奈
津
子

南
大
阪　
　

就（
担
）木
村
拓
己

　

〃　
　
　

就（
担
）木
村　

幸

　

教
会
所
在
地
名
変
更

荒
尾　

荒
尾
市
増
永
6
4
7
儿

4

　

伝
道
所
所
在
地
名
変
更

美
馬
牛
福
音　

北
海
道
上
川
郡

美
瑛
町
美
馬
牛
南
1
儿
3
儿

　
36

北
川
辺　

加
須
市
飯
積
1
1
0

6
儿
2

　

教
会
通
信
先
廃
止

エ
パ
タ

　

伝
道
所
通
信
先
変
更

波
佐
見　

久
留
米
市
西
町
1
1

3
7
儿
1
儿
6
0
1　

相
原

方

お
詫
び
・
訂
正

　
4
7
0
2
号
3
面
「
第
1
回

日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
と
宣

教
師
と
の
懇
談
会
」
記
事
中
、

1
段
目
「N

o
ao

m
i
B
ro
w
n

ell

」
を
「N

o
zo

m
i
B
ro
w
n

ell

」
に
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｅ
異
動

千
里
聖
愛　
　

（
就
）吉
田
七
穂

宣教委員会の存在意義を確認

家
族
の
精
神
的
ケ
ア
を
考
え

る
』
に
合
流
し
た
。
全
国
か
ら

の
約　

名
の
参
加
者
と
共
に
石

40

丸
昌
彦
氏
（
精
神
科
医
師
・
柿

ノ
木
坂
教
会
員
）
の
講
演
と
互

い
の
声
に
耳
を
傾
け
る
時
を
過

ご
し
た
。「
全
国
交
流
会
」の
後
、

大
雨
の
中
、
会
場
を
再
び
キ
リ

ス
ト
教
会
館
A
会
議
室
へ
移

動
。
先
の
「
全
国
交
流
会
」
の

評
価
と
展
望
を
協
議
し
、
宣
教

委
員
会
は
「
障
が
い
」
を
考
え

る
小
委
員
会
の
継
続
を
承
認
し

た
。

　

そ
の
他
、
教
規
第　

条
に
は

41

宣
教
委
員
会
に
お
い
て
「
宣
教

の
基
本
方
策
に
関
す
る
事
項
」

が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は

そ
れ
に
つ
い
て
協
議
す
る
暇
が

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
件
に

関
し
て
は
、「
宣
教
研
究
所
」

と
協
働
で
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
次
回
継
続
し
て
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

尚
、
次
回
第
6
回
宣
教
委
員

会
は
9
月　

日
（
月
）
〜　

日

27

29

（
水
）、福
島
に
て
の
開
催
を
決

定
し
平
山
正
道
委
員
の
閉
会
祈

祷
で
会
を
閉
じ
た
。

（
具
志
堅
篤
報
）

お
詫
び
・
訂
正

　
4
7
0
3
号
3
面
「
消
息
」

欄
、
中
村
信
嗣
氏
の
写
真
が
間

違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
号
に

再
掲
載
し
、
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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自
転
車
通
学
を
し
て
い
た
中
学
一

年
生
の
あ
る
日
、
小
さ
な
女
の
子
に

ぶ
つ
か
っ
て
怪
我
を
さ
せ
た
が
、
謝

る
こ
と
も
、
両
親
に
告
げ
る
こ
と
も

し
な
い
ま
ま
、
事
故
の
場
所
を
避
け

続
け
た
。
た
だ
恐
か
っ
た
。
中
学
・

高
校
の
6
年
間
、
そ
の
事
故
が
重
荷

と
な
っ
て
楽
し
め
な
か
っ
た
し
、
自

分
を
内
向
づ
け
た
と
思
う
。

　

1
9
6
7
年　

月　

日
、
関
西
学

12

24

院
大
学
2
年
の
と
き
、
甲
東
教
会
で
、

芹
野
俊
郎
牧
師
か
ら
洗
礼
を
受
け

た
。
受
け
よ
う
と
思
っ
た
と
き
、
ま
だ

謝
っ
て
い
な
い
、
自
分
に
は
罪
が
あ
る
、

と
指
し
示
さ
れ
た
。
引
越
し
先
ま
で

女
の
子
を
捜
し
求
め
、
勇
気
を
奮
っ
て

謝
る
と
、
女
の
子
の
母
親
は
、
小
さ
な

子
は
よ
く
事
故
す
る
し
、
何
で
も
な
い

よ
と
言
っ
て
く
れ
た
。
初
め
て
赦
さ
れ

た
と
思
っ
た
。
そ
う
し
て
、
聖
書
で
語

ら
れ
て
い
る
赦
し
が
、
具
体
的
に
人
の

言
葉
か
ら
も
わ
か
り
、救
わ
れ
た
と
い

う
気
持
ち
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
更
に
語
る
土
井
さ
ん
に
、
主
イ
エ
ス

に
出
会
っ
た
人
と
い
う
印
象
を
強
く

も
っ
た
。

　

専
門
は
金
融
論
で
、
四
国
学
院
大

学
を
退
職
し
た
後
は
、
以
前
か
ら
関

心
が
あ
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
と
経
済

学
」
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
主
イ
エ
ス
は
、
大
工

と
い
う
職
人
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の

人
々
の
「
生
活
の
座
で
」
語
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
極
め
て
経
済
的
な
発
想

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

父
親
は
零
細
企
業
の
経
営
者
で
、

家
族
だ
け
で
は
な
く
従
業
員
の
生
活

に
対
し
て
も
重
荷
を
負
い
、
資
金
繰 

り
に
苦
労
し
て
い
た
。
痛
み
、悩
み
、

苦
し
み
、
悲
し
み
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
の
教
会
の
中
で
は
、
そ
の

よ
う
な
企
業
経
営
者
へ
の
祈
り
が
見

ら
れ
な
い
。
教
会
や
説
教
に
お
い
て

は
、「
利
潤
追
求
は
悪
」
と
す
る
、　

企
業
活
動
に
否
定
的
な
見
方
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

企
業
経
営
者
も
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
祝
福

さ
れ
る
労
働
が
制
度
的
に
も
な
し
う

る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
自
分
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
知
り
た
い
し
、
考

え
た
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
通
し

て
、
教
会
が
現
代
の
人
々
に
福
音
を

伝
え
、救
い
の
在
り
所
を
指
し
示
し
、

キ
リ
ス
ト
者
も
生
き
生
き
と
勇
気
を

も
っ
て
こ
の
世
で
キ
リ
ス
ト
の
証
人

と
し
て
力
強
く
歩
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。

土井　省悟さん

福音と経済の接点
を求めて

　1948 年 2 月 7 日生まれ。広
島県福山市出身。丸亀教会員。

出
版
局
ニ
ュ
ー
ス

http://www.bp.uccj.or.jp

★
新
刊
か
ら

『
教
会
音
楽
ガ
イ
ド
』
越
川
弘

英
、塚
本
潤
一
、水
野
　
隆
一
：

編　

礼
拝
、
賛
美
歌
、
礼
拝
の

楽
器
、
奏
楽
、
聖
歌
隊
、
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
な
ど
、
現
場

の
疑
問
に
答
え
る
最
新
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
。
3
、7
8
0
円

『
聖
句
を
道
し
る
べ
と
し
て
』 

三
浦
安
子
：
著　
「
分
か
っ
た

所
を
心
に
刻
ん
で
、
そ
の
聖
句

に
従
っ
て
生
き
な
さ
い
」。矢
内

原
忠
雄
、
前
田
護
郎
等
の
も
と

で
聖
書
を
読
ん
で
き
た
ド
イ
ツ

文
学
者
が
、
魂
の
平
安
を
求
め

て
聖
書
に
聴
い
た
折
々
の
記

録
。
1
、2
6
0
円

『
永
遠
の
現
実
を
見
つ
め
て
』

キ
リ
ス
ト
教
共
助
会
：
編　

教

育
の
現
場
で
、
社
会
の
中
で
、

御
言
葉
に
従
っ
て
真
摯
に
歩
む

人
々
の
前
に
拓
け
る
一
筋
の

道
、
深
い
洞
察
。
与
え
ら
れ
た

命
の
時
間
を
い
か
に
生
き
る
か

を
問
う
。
1
、8
9
0
円 
／『
沈

黙
の
静
け
さ
の
中
で
』
キ
リ
ス

ト
教
共
助
会
：
編
　
1
、8
9

0
円

『
現
代
聖
書
注
解
ス
タ
デ
ィ
版

＝
エ
レ
ミ
ヤ
書
』
Ｒ
・
Ｒ
・
ラ

ハ
 　
：
著
 深
津
容
伸
：
訳
　

Jr．
聖
書
を
大
枠
で
捉
え
、
現
代
的

観
点
で
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
迫

る
聖
書
注
解
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
信
徒
の
た
め
の
聖
書
研
究

ガ
イ
ド
。
2
、3
1
0
円
／『
マ

タ
イ
』
2
、5
2
0
円
他

★
日
キ
教
団
教
会
専
用
会
計
ソ

フ
ト

「
ナ
ル
ド
の
壺
 ve

r.1
.1

」

（
2
1
、0
0
0
円
）

＊
申
込
は
、
直
接
営
業
課
へ
。

℡
0
3
儿
3
2
0
4
儿
0
4
2
2

唖

愛

阿
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哀
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今
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
ま
さ
に
「
わ
た
し
の
力
は　

夏
の

日
照
り
に
あ
っ
て
衰
え
果
て
ま
し
た
」

（
詩
編　

・
4
）
の
よ
う
な
状
況
に
至

32

っ
た
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
「
熱
中
症
」
で
倒
れ
る
人

が
続
出
す
る
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
、
動
く

こ
と
さ
え
危
険
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

　

暑
さ
の
猛
威
は
か
く
の
如
く
で
あ
る

の
だ
が
、
教
団
そ
し
て
教
会
形
成
に
は

ど
う
し
て
も
信
仰
の
喜
び
か
ら
く
る
熱

中
が
必
要
だ
な
ん
て
こ
と
を
ふ
と
思
っ

た
り
も
し
た
。

　

も
の
ご
と
に
対
し
受
け
身
で
無
感

動
、
無
気
力
な
さ
ま
を
ア
パ
シ
ー
と
い

う
が
、
こ
の
ア
パ
シ
ー
が
教
会
を
襲
い

覆
い
尽
す
と
群
れ
は
弱
体
化
す
る
。

　

特
に
無
感
動
は
生
か
さ
れ
て
生
き
る

人
生
の
意
味
を
奪
っ
て
い
く
の
だ
が
、

福
音
の
喜
び
が
、
こ
の
問
題
性
を
超
え

さ
せ
、
生
き
生
き
と
し
た
人
間
性
を
取

り
戻
さ
せ
る
も
の
だ
。

　

か
く
思
う
と
教
会
に
足
り
な
い
も
の

は
喜
び
か
ら
く
る
熱
中
で
は
な
い
の

か
、
伝
道
へ
の
熱
中
、
奉
仕
へ
の
熱
中

こ
そ
欲
し
い
も
の
だ
。

　

教
団
も
主
を
喜
ぶ
こ
と
か
ら
く
る
熱

中
が
根
本
に
あ
れ
ば
、
教
勢
低
下
な
ど

様
々
な
暗
い
材
料
が
あ
ろ
う
と
も
、
や

が
て
再
生
、
再
建
へ
と
向
か
っ
て
い
く

は
ず
だ
。

　

熱
中
症
に
触
発
さ
れ
て
、
主
に
あ
っ

て
熱
中
し
て
い
く
群
れ
の
形
成
こ
そ
急

務
た
る
こ
と
と
思
い
を
飛
躍
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

「
主
を
喜
び
祝
う
こ
と
こ
そ
、　
　
　
　

　

あ
な
た
た
ち
の
力
の
源
で
あ
る
」　

　
　
　
　
　
　

（
ネ
ヘ
ミ
ヤ
記
8
・　

）
10

（
教
団
議
長　

山
北
宣
久
）

熱熱

中中

症症

平和メッセージ
2010 年平和聖日　

日本基督教団　総会議長　山北宣久　
在日大韓基督教会総会長　崔 栄 信　

韓国併合100年
　今年 2010 年は、日本が武力をもって強制的に韓国を併合した「韓国
併合」から 100 年目にあたります。
　「韓国併合」は、天皇制を基軸とした日本の帝国主義的な野望を現実
化させ、さらには「日帝支配 36 年」と言われる過酷な植民地支配の起
点となる出来事です。強制併合と植民地支配のもとで、朝鮮半島では
財産、資源、労働力の収奪が行われ、また言葉や名前、民族の自尊心、
信仰の自由までが奪われました。さらに一部の人々は、植民地支配に
よって引き起こされた生活の困窮によって日本への渡航を余儀なくさ
れ、さらに 1939 年から実施された強制連行によって、在日韓国・朝鮮
人の迫害と抑圧の歴史がつくられていきました。
　私たちは、1910 年の「韓国併合」による深い傷、そして今日にいた
るまで続いている人々の長い痛みを、決して忘れてはなりません。

朝鮮戦争60年
　今年 2010 年は、朝鮮戦争が起きてから 60 年目にあたります。
　1950 年、成立したばかりの大韓民国（韓国）と朝鮮民主主義人民共
和国（北朝鮮）の間で、朝鮮半島の主権を巡って戦争が起きました。
全土が戦場となり、荒廃した朝鮮半島は開戦前と同様に南北二国に分
断された状態のままとなりました。停戦状態が続いているものの、随
時、武力衝突が発生するなどしており、今日においても軍事的緊張状
態が続いています。家族が引き裂かれ、同じ民族が血を流し合うとい
う悲劇が、日本による「併合」と植民地支配に端を発する歴史的状況
の中で引き起こされたということを、また、この民族的悲劇による経
済的特需を日本は戦後復興の糧としたことを、私たちは決して忘れて
はなりません。

入管法・指紋押捺問題
　「テロ」の未然防止を目的とした「入管法」（出入国管理及び難民認
定法）が改定され、実施されるようになりました。その内容は、日本
に入国・再入国する 16 歳以上の一般永住者（特別永住者や外交官など
を除く）に指紋と顔画像の登録を強要するというものです。
　さらに政府は 2009 年 7 月の国会にて入管法、入管特例法、住民基本
台帳法の改定（2012 年施行予定）を決議しました。これは 62 年にわ
たって続いてきた外登法を廃止し、新しい「在留カード」制度によっ

てこれまで以上に定住外国人の管理を徹底化しようとするものです。
この制度の中ですべての在日外国人は、安価で有用な労働力か、ある
いは排除・退去の対象とされるべき非正規滞在者か、という単純で非
人権的なものさしで測られることになります。
　主イエスの十字架の意味を思いつつ、キリストに従うことを告白す
る私たちは、「隔ての壁・指紋押捺」を再び強制させるこの入管法改
定、および在留カード制度による定住外国人の管理徹底化に反対する
ことを表明いたします。
　私たちは、多くの人が行き来する世界にあって、また、多くの外国
人が地域の住民となりつつある日本社会にあって実現されるべきは、
多民族・多文化の共生社会であると確信しています。そして、そのよ
うな社会の実現のために必要なものは、指紋押捺でなく、日本人と在
日外国人を隔てる壁を崩していくことであると信じています。

「実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを
一つにし、御自分の肉において敵意という隔ての壁を取り壊し、
規則と戒律ずくめの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、
双方を御自分において一人の新しい人に造り上げて平和を実現
し、十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字
架によって敵意を滅ぼされました。」（エフェソの信徒への手紙2
章14～16節）

　日本基督教団と在日大韓基督教会は、韓国併合 100 年と朝鮮戦争 60
年の節目の年にあたり、次のことを真摯に祈り求めつつ、共同の歩み
を重ねていくことを表明いたします。
焔日本による韓国併合のなかで行われたすべての不法が明らかにさ

れ、その責任の所在が明確化されること。
焔 植民地支配の中で奪われ、傷つけられたすべての人々に対する補償

が行われ、その人権が回復されること。
焔かつて朝鮮戦争の勃発に間接的に関与し、その戦争特需によって利

益を得た日本という国の責任において、朝鮮半島の和解と統一が一
日も早く成し遂げられるための努力がなされること。
焔外国人を管理・排除の対象と見なす「入管法」が再び改正されること。
焔 定住外国人たちが安心してこの地に根を下ろすことができる社会

を形づくる「外国人住民基本法案」が制定されること。

　「愛国心」というスローガンのもと、新たなナショナリズムの風がそ
よぎ始めているこの日本の地で、これらの課題が成し遂げられること
を、私たちは心から主に祈り求め、歩みます。なぜなら、その祈りと
歩みこそ、義と平和の主によってこの日本の地に遣わされた私たちキ
リスト者の使命であり、私たちが住む国の平和の柱を形づくるわざで
あると信じるからです。

Title:sinpou4704・05.ec7 Page:4  Date: 2013/02/05 Tue 10:21:54 


